
～今月の花木～ 
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春
が
来
て
夏
が
過
ぎ
、
秋
に

な
り
冬
が
来
る
…
四
季
の
サ

イ
ク
ル
の
中
で
身
近
な
植
物

た
ち
は
変
化
し
適
応
し
な
が

ら
生
き
て
い
ま
す
。
個
人
の
庭

や
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
大
規
模
な

学
校
や
事
業
所
、
公
園
や
街
路

に
い
た
る
ま
で
、
人
が
植
物
を

世
話
（=

植
栽
管
理
）
し
て
い

る
場
所
は
多
く
、
私
た
ち
造
園

業
（
植
木
屋
）
も
多
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。 

 

「
植
栽
管
理
な
ん
て
、
や
る

事
決
ま
っ
て
い
る
じ
ゃ
ん
」
と

御
思
い
の
方
、
間
違
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
裏
面
に
は
年
間
の

植
栽
管
理
作
業
の
目
安
と
な

る
表
を
掲
載
し
て
お
り
、
い
つ

何
を
や
る
か
は
、
大
体
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
植
物
の
生
育
や
特

性
に
合
わ
せ
た
管
理
作
業
を

実
施
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。 

 

と
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、

①
志
と
②
段
取
り
と
③
実
行

す
る
手
当
が
無
く
て
は
、
出
来

ま
せ
ん
。
①
は
植
栽
環
境
の
向

上
や
植
栽
由
来
の
ト
ラ
ブ
ル

を
減
ら
し
た
い
気
持
ち
、
②
は

実
際
の
作
業
計
画
、
③
は
実
行

す
る
た
め
の
予
算
等
の
確
保

が
必
要
で
す
が
、
範
囲
が
広
す

ぎ
る
、
予
算
が
十
分
に
確
保
出

来
な
い
な
ど
思
い
通
り
に
行

か
な
い
事
も
多
々
あ
り
ま
す
。 

限
ら
れ
た
予
算
等
の
中
で

優
先
順
位
を
つ
け
植
栽
管
理

さ
れ
て
い
る
場
所
は
多
く
あ

り
ま
す
が
、
管
理
対
象
か
ら
漏

れ
、
長
年
放
置
さ
れ
た
問
題
が

あ
る
場
所
も
見
ら
れ
ま
す
。 

植
栽
管
理
で
お
悩
み
の
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
先
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

☝一口に植栽管理と言っても、目的に応じた様々な作業がある 

練馬営業所 
練馬区上石神井 4-27-15 

レジオンス上石神井 210 

Tel 03-5927-0339 

――――――――――― 

さいたま営業所 
埼玉県さいたま市桜区 

下大久保 1127-1-204 

Tel 048-851-6418 

 

植 

栽 

管 

理 

折れ枝や枯枝の落下、倒木等による事故は、車や建物などを壊し、時に人命に関わ

る事もあります。事故や被害を未然に防ぎ軽減するために、出来る事はあります。 

折れ枝・枯枝 

遅かれ早かれ落下しま

す。特に人通りの多い箇所

では見つけ次第早めの剪

定（撤去）が必要です。 

倒 木 

強い台風などにより、ある程度

の被害が発生することは仕方がな

く完全には防げませんが、剪定し

て風通しの良い樹木は倒れないこ

ともあります。また、根元が腐っ

ている樹木は強風などが無くても

突然倒れることがあります。 

樹 木 管 理 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 

 

剪定は樹木の姿形を整えると

共に、危険な枝の除去や風圧軽

減により倒木のリスク軽減にも

つながります。 

根元が揺れたケヤキ 

見積調査中に偶々根元に縁石

押し出しとキノコが見られ、押

したところ根元が揺れたため、

倒木の恐れありと管理者に報告

した後、伐採となった様子です。 

☝一見、健康そうであるが… 

☝根元の縁石押し出しとキノコ 

樹木点検と診断 
 

 樹上にある折れ枝や枯枝などは、

上を向いて歩いて目視で確認しま

す。危険性の高いものは事故防止の

観点から剪定等の処置が必要です。 

 根元や幹からキノコが生えている

ものは、内部が腐朽している可能性

があり、倒木や幹折れのリスク要因

はありますが、必ずしもそうなると

は限りません。詳細に調べるには、

樹木医等による樹木診断が必要にな

ります。 

樹木管理のリスクマネジメントに

必要なことは、先ずは興味をもち、 

観察することから始まります。気に

なる事は調べるなり聞くなりして、

特に事故につながるような事象につ

いては早めに対処したいものです。 

 樹木による事故を未然に防ぐこと

は、不幸な出来事を減らし、身近な

みどりに対する理解を深めるために

も地味ながら大切な事です。 

☝伐採後の切株（かなり腐朽していた） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サクラの枝コブ 増生病
ぞうせいびょう

 

枝の途中に「コブ」が

あるサクラを時折見か

けます。増生病といわ

れる病気で、コブより

先の枝が枯れこむこと

があり、コブも一緒に

切除する剪定管理が 

必要です。 

 

最適期 多少よい時期 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

樹木点検

針葉樹剪定

マツ手入れ

草刈り・除草

施　肥

手取り除草

マツ枯れ防止

作業内容╲時期

樹木管理

常緑樹剪定

植込み地除草

落葉樹剪定

落葉はき

植込みや生垣刈込

施　肥

病害虫防除

裸地・そのた管理

芝生管理

芝張り(補植含む)

芝刈り

除草剤散布

常緑樹は寒い時期はよくない

花木は花芽形成前に剪定 落葉前だと落葉清掃が楽/冬期剪定（基本剪定）

春の芽だし肥や花後のお礼肥（速効性肥料） 寒肥は特に有効（遅効性肥料）

チャドクガ(ﾂﾊﾞｷ類)注意 ｻｸﾗ、ﾂﾊﾞｷ類注意

マツ枯れ予防剤注入は冬期に施工が必須

月１回 月２回 月１回（１１月で刈り止め）

冬雑草発芽前 夏雑草発芽前

冬雑草は目立つので取りやすい

みどり摘み もみ上げ（古葉落とし）、透かし剪定

年３～４回は行いたい

冬季にはマシン油乳剤、石灰硫黄合剤が散布できる

※冬に休眠（冬枯れ）する、野芝や高麗芝などの日本芝の場合

枯マツは４月までに伐採が特に有効

夏期剪定（軽剪定）

花木は花芽形成前に剪定

針葉樹は時期によらず強剪定に弱いものが多い

花芽形成後の花木は、とびを取る程度に軽く刈込む

枯枝や危険木の早期発見 台風後の被害点検台風被害の予想点検 大雪後の被害点検

落葉樹新芽が出た後の常緑樹

常緑樹は新芽が落ち着いてからがよい

～当社では障害者、親と暮らすことが出来ない子供たちの施設（社会福祉法人）に皆様から頂いた書類の使用済み切手等を使い、支援活動をしています～ 

作業時期は一般的な目安です。植栽の種類や目的により変わり

ますので、詳しくはお問い合わせ下さい。 

春先～初夏と夏～秋口に、ツバキやサザンカ、チャなど

に発生し、人が触れると皮膚炎になります。 

卵・幼虫・抜け殻・死骸・成虫いずれも毒毛があり、 

駆除の際は直接虫に触れないよう、十分注意が必要です。 

☝卵（左）と孵化したての幼虫（右） ☝集団でいる初期の幼虫は枝ごと補殺 ☝後期の幼虫は拡散し、補殺は困難 

駆除方法：卵や初期幼虫の枝ごと補殺。

バーナー等での焼き殺し。薬剤散布。 

植栽管理年間工程表 


